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複雑な地盤特性の評価に役立つ新たな指標を提供します。 
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コーン貫入試験は軟弱地盤の物性を連続的に

調べる上で有効な地盤調査法です。コーン貫

入試験には用いるコーンのタイプにより各種

の方法がありますが，先端抵抗，スリーブ摩擦，

間隙水圧の三成分を測定する三成分コーン貫

入試験が最も一般的な方法です。三成分コー

ン貫入試験では，三成分の測定指標から各種

地盤物性を評価することができますが，更な

る多成分化による調査能力の向上が期待され

ています。 

水平応力コーン貫入試験は，軸部に作用する

水平応力を測定できるコーンを用いた貫入試

験で，原位置の水平応力や杭の周面摩擦特性

等の評価に有効です。 

水平応力コーンには，簡易な構造の水平応力

測定専用コーン（LSC：Lateral Stress Cone）

と，模型杭としての利用を考慮して開発した

摩擦と水平応力の同時測定コーン（FLC：Fric-

tion and Lateral Stress Measurement Cone）

の2タイプがあります。 

●LSCの測定項目 

　水平応力（1ヶ所），間隙水圧（2ヶ所），傾斜（2方向） 

●FLCの測定項目 

　水平応力（２ヶ所），間隙水圧（２ヶ所），スリーブ

　摩擦（1ヶ所），軸力＊（1ヶ所），傾斜（2方向） 

　＊φ44mmのみ 

●対象地盤 

　砂（N値＜30），粘性土（N値＜5） 
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